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東村山稲門会ニュース 

ホームページ  http://higashimurayama-waseda.jp/ 

第 100回記念市民雑学講座のご案内 

演題：それでも人生は美しい  小説「あん」に込めた思い 

講師：ドリアン助川氏     作家・朗読家・詩人 

日時：12月 10日（日曜日）15:30-17:30   (開場 15:00) 

会場：東村山駅西口ワンズタワー2階 サンパルネ・コンベンションホール 
記念すべき第100回市民雑学講座に東村山市で撮影された映画「あん」の原作者であり、道化師、ミュージシャン

など様々な顔を持ち、校友でもあるドリアン助川氏をお招きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆小説「あん」は河瀬直美監督、樹木希林主演で2年前に映画化されました。舞台

は桜の木があるどら焼き店「春ドラ」と全生園、ハンセン病を描いた作品としては

異例のヒットとなりました。2015年カンヌ国際映画祭「ある視点」部門のオープニ

ング作品にも選ばれ、世界45カ国でも上演されています。 

☆ドリアン助川講師の主な略歴 

1962 年池袋生れ、神戸育ち。1987 年早稲田大学第一文学部東洋哲学科卒。1990 年

現代詩を叫ぶロックバンド「叫ぶ詩人の会」を結成。1992-2000 年ラジオ深夜放送

で若者達の苦悩を受け止めた。著書多数。2017年小説「あん」はフランスのＤＯＭ

ＩＴＹＳ文学賞を受賞した。 

 
☆ドリアン助川さんと飲みながら語り合いませんか？ 

今年 7月 東村山市の全生園での音楽祭「まちジャム」で得意の道化師の姿で熱

唱、早稲田学報誌上では人生相談コーナーで校友のお悩みに答えるなど色々な分

野でユニークな活動を繰り広げるドリアン助川さんとの懇親会・慰労会を企画し

ました。 

日 時 ：上記市民雑学講座終了後18：00～20：00  

会 場 ：東村山駅東口徒歩1分「ゆーもあ」会費：3,000円 

申込み：黒田祐司  042（397）6334  yuji-kuroda@msa.biglobe.ne.jp 

申込み期限11月30日 お申し込みは、会員限定です。 

   

                         〇平成29年12月役員会 

日 時： 12月10日（日）13：00～14：30 

場 所： サンパルネ・コンベンションホール 

役員会終了後、市民雑学講座があります。 

〇商議員フォーラム  日 時：12月2日（土）14：00～17：15 

             場 所：大隈講堂    出席者： 岡田 一郎 當間 昭治 

〇新入会員 敬称略 （今回の募集活動によって入会していただきました） 

    中村  靖 〒189-0001 東村山市秋津町   昭和58年 社会科学部卒      

    安藤 利雄 〒189-0001 東村山市秋津町   昭和49年 商学部卒 

    馬場 可修 〒189-0001 東村山市秋津町   昭和56年 法学部卒 

    石井 光典 〒189-0026 東村山市多摩湖町  昭和55年 文学部卒 

    石井 真子 〒189-0026 東村山市多摩湖町  昭和55年 文学部卒 

  〇退 会 

    野村 保夫さん（自己都合） 

 

 

会からのお知らせ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RivbaMf8tXMTkAgk4dOfx7/SIG=121p858tk/EXP=1473040652/**http:/www.f.waseda.jp/shinozaki/e04_mark.gif
mailto:yuji-kuroda@msa.biglobe.ne.jp
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お誕生会・第９９回市民雑学講座報告 第248号 

１０月・１１月・１２月生まれ合同お誕生会のお知らせ 
10月・11月・12月生まれの方々の3ヵ月合同お誕生会を開催いたします。お誕生月に該当なさる方々の 

是非のご参加をお待ちしております。またご一緒にお祝いして下さる方々のご参加も大歓迎です。 

尚、今回は都合により１２月下旬の平日になっておりますのでお間違いの無いよう宜しくお願い申し上げます。 

     日時 ： 12月22日（金）17時～19時15分 

     場所 ： 「丸藤」久米川駅南口徒歩１分 ℡：042-395-5646 

     会費 ： 3,500円 

１０月お誕生の方々（１３名）  （以下敬称略） 

  出田邦博、小松原茂男、安藤清、木原晴彦、中川俊郎、久保英二、町田和夫 

  野田直、滝来京子、上町弓子、深野聡、上幸雄、田中清二 

１１月お誕生の方々（7名） 

  高沢壽佳、佐藤喜一郎、坂本英夫、清水聡、粟島三郎、小亀輝雄、高瀬朋美 

１２月お誕生の方々（１２名） 

  益田昻、吉村正、山本優香、山路和男、江藤昌明、藤澤博恭、石塚征雄 

  千葉俊二、一色泰久、工藤崇士、小森敏孝、長野長正 

誕生月該当者でお名前の無い方、その他お問い合わせは担当幹事までお知らせ下さい。 

                               紅
くれ

松
まつ

 容子 ℡ 042－393－6924 

第99回市民雑学講座報告 

日 時：10月14日(土) 15:30-17:30  場所：サンパルネ・コンベンションホール 

Ａ、伊井純太氏と井伊家との関係について     講師：伊井純太氏（東村山稲門会会員）   

純太氏は幼少の頃から祖父に当家は井伊直虎とは関係があると聞いていた。井伊直虎の許嫁の井伊直親は今川により謀殺

され、直親の子の直胤は亡命中の信州での隠し子でやはり命を狙われて上杉領の北陸方面に逃げ、糸魚川にたどり着いた

という。直胤の長男直方は商人となり新兵衛の屋号を名乗った。純太氏は直方の家系である。糸魚川押上には井伊姓が多

く、純太氏の菩提寺は直胤の三男の正覚寺である。明治時代に苗字が許された時、正覚寺も井伊の姓であったので、同じ

「井伊」では恐れ多いとの事で「伊井」としたのではないかと考えられる。直方の子孫健治は糸魚川に日本最古の無宗派

共同墓地を作った。純太氏もいずれはそこの墓地に入る事になっている。又、正覚寺の和尚であった、相馬御風は早稲田

大学の校歌の作詞をした人物で、文化人であったと言われていた。 

Ｂ、井伊直虎の実像とその動向  講師: 柴裕之氏, 早稲田大学エクステンション八丁堀講師 

東洋大学文学部非常勤講師、千葉県文書館嘱託 

序章―戦国時代: 直前の室町時代は幕府による中央政治が地方を支配していた時代で中央が決めた事が地方で守られてい

た。自分たちの事は自分たちで解決する事で権益が守られていた。しかし15世紀になると享徳の乱（1454～82）、応仁・

文明の乱（1467～77）などの内乱が起こり、中央が地方を支配する体制が崩れてきた。足利将軍の権力がなくなり、地方

の地域運営を行っていた者が集まりリーダーとなり、リーダーが領国をまとめて、地域を支配していた。地域権力が出来

上がり、その地域を管理する集団が国家であり各地に国家が出来てきた。日本の中に複数の地域国家ができ戦国時代とな

っていった。 

1、尾張桶狭間の合戦と遠江の国衆の井伊氏: 井伊氏が従属していた今川義元は天文 15 年（1546 年）頃、駿河,遠江,三河

の三国と岡崎の松平氏らの国衆を勢力下に置いていた。永禄3年（1560年）今川義元は尾張の国境制圧の為、尾張の戦国

大名になりつつあった織田信長との桶狭間の合戦で攻勢に遭い、敗れ戦死した。敗戦により後継者は今川氏真となったが

上杉謙信の関東侵攻に対する北条－武田との共闘に追われ、松平元康（徳川家康）の独立や三州愈劇（三河国の内乱）へ

の対応が遅れてしまった。 

2、桶狭間合戦後の遠江、国衆としての井伊家直虎の登場: 今川義元の戦死後、後継となった氏真の対応の遅れにより遠江

国の引間城の飯尾連龍（いのおつらたつ）二俣城の松井宗恒（まついむねつね）ら反今川方国衆が力をつけていた。井伊

谷（いいのや）を拠点とする井伊家存立の為に当主となったのが井伊直虎（次郎法師）であった。直虎は龍潭寺住持に「次

郎法師」と名付けられた。「次郎法師」は後継者の井伊直政が成人するまで当主として井伊家を守ったと言われている。永

禄8年9月15日付の「次郎法師」として発給した「龍潭寺寄進状」についての文書が確認されている。また永禄3年（1560

年）の「三州愈劇」（三河国の内乱）に続き、永禄8年（1565年）の「遠州愈劇」（遠江国の内乱）などで今川氏より遠江

国衆である井伊家は内乱の平定の為に人員負担、経費負担等で借金がかさみ、その存立保持ために政治対応が求められて

いた。井伊氏の中には徳政に反対する者もおり、なかなか実施されなかった。井伊氏の本百姓らは （次ページに続く） 
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 第99回市民雑学講座報告・秋季代議員会報告 第248号 

徳政が中々実施されない状況に、今川氏へ訴訟を起こし、これが氏真に伝わり、今川一族の関口氏経から直虎と井伊家中宛

に徳政を実施するよう指示があった。結局「徳政」は危機状況の改善の為の応急措置として直虎と井伊家中により実施の方

向へと進む事とした。 

3、今川氏の滅亡と伊井直虎の没落: 氏真は上杉謙信へ接近したものの、武田信玄が足利将軍義昭のもとで織田信長、徳川家

康の協力を取り付け、永禄11年（1568年）12月今川領へ侵攻を開始。徳川勢の井伊谷進軍の前に井伊直虎は伊井谷を追わ

れ、駿河国へ逃げる途中に討死にしたと伝わる. 

4、井伊直虎のその後: 徳川家康の遠江侵攻により戦国大名今川氏の滅亡とともに伊井直虎も従属国衆としての井伊氏を滅亡

させてしまう事となった。その結果、伊井谷を巻き込んで井伊家再興が宿願となり、やがて直親の嫡男、直政のもとに進め

られる。直政は徳川家康に仕え、信頼関係をもとに勇将として活躍し、徳川筆頭家臣へと飛躍していった。彦根藩の井伊直

政は関ケ原の戦い（1600年）で負傷し2年後に死亡したが、本拠であった伊井谷からは世代を経て交流が遠のいていた。正

徳年間（1711～16）に伊井谷の働きかけで井伊氏との交流が再開され、彦根藩祖の直政との関係から、忘れられていた直虎

（次郎法師）は女性として創られていったのであろう。 

5、「直虎」は男であった：2016年（平成28年）12月伊井美術館館長である伊井達夫氏がその資料「雑秘説写記」に井伊 

直親死後の井伊家の領地を治めていたのは井伊直盛の娘である次郎法師ではなく、直盛の妻の兄弟である関口越後守氏経の

子「伊井次郎」という人物であると発表した。柴先生も「直虎」は男の方がしっくりする、女性として知られる人物は井伊 

二郎の妻で井伊直盛の娘とのご意見でありました。 

6、講師―芝先生の講演を終わっての感想: 講演に先立ち 12 ページもの資料を作成頂き感謝です。特に家系図は穴の開く位

拝見させていただきました。口調もはきはきとして、大きい声で聞き易い話し方でした。歴史学者という方は資料を調べて 

ばかりで、朴訥な会話かと思っておりましたが、大きい声ではきはきしておられ、判りやすい講演でした。           

(野村 茂樹 記     野中 昭夫 写真)   

雑学講座の参加者: 一般市民68名, 会員35名  計103名    会員参加者(敬称略) 

青山稔、阿部茂、伊井純太、池田孝、伊吹史郎、遠藤誠、大内一男、大森平八郎、岡田一郎 

加藤正俊、上町弓子、鴨田仁、倉田哲也、紅松容子、黒田祐司、小菅宏、崎山裕子 

塩田典男、滝川桜子、滝来京子、田島隆夫、戸田志郎、富澤文雄、南湖修一、野中昭夫 

野村茂樹、福田昇七、藤井省、町田和夫、三宅良太、森本吏、山下邦康、山本岩男 

吉田劭文、吉田勝 

 

秋季代議員会出席報告 

春季代議員会は、2017年9月30日（土）に16：00～17：30大隈講堂で代議員1.300人の内650名が参加し開催されました。 

１．校友会会長鎌田総長挨拶 

  現在早稲田大学の校友は 620,000 人程度、1,300 以上の稲門会があり、多様な個性を備えた人達が世界で活躍している。現在

本学では7,200名の外国人学生が学び、学生の40％以上が海外留学を経験している。地方からの入学者をふやすため、学費免除や

予約型奨学金制度を設け、経済的理由によって入学を断念することがないよう配慮している。地方出身者が地方で就職し、都市と

地方が好循環するよう望んでいる。人生 100 年時代を迎え、必要に応じて大学に帰ってこられるよう、オープンカレッジ・Ｅスク

ールを充実させている。現在45,000人の社会人が学んでいる。 

２．福田代表幹事挨拶 

1885年に校友会ができ132年が経った。校友会もビジョン150の大学の改革を支援していく。9月16日に9月席の卒業式に参

加したが、半数が外国人でそのうち半数が女性であった。職域稲門会が活発に設立されている。最近稲門医師会、神職稲門会が 

設立された。3 月に中国北京で 250 名の校友が集まり、8 月にジャカルタ稲門会、11 月には台湾稲門会で大会が開催される。今後

も1,100名の奨学生を支援していく。校友会は、今後女性会員と外国人の参加を期待したい。 

３．稲門祭実行委員長西村氏挨拶 

230社の寄付、144社の広告、20百万円のグッズの販売があった。環境ロドリゲスから使わくなった携帯電話の寄付の要請が 

あった。稲門祭の参加者は、例年16千人だが今後20千人に増やしていきたい。 

４．協議事項 

2016年度決算、推薦校友候補者、校友会幹事交代の協議事項は全て原案どおり可決された。 

５．その他 

地方代議員から、秋季代議員会を稲門祭の前日に開催してほしいとの要望があった。       （山本 岩男 記） 
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同好会だより 第248号 

 

 

10月18日（水）市民センター会議室で、第41回の会を開催しました。 

1．Listening   Voice of America の教材を使用しました。 担当 山本 

        China Orders North Korean Businesses to Close 

  英文を見ながら、ゆっくり読まれている英語を聞き、英文解釈しました。 

2．Singing    担当 高橋（文） 

➀Autumn Leaves  枯葉：Nat King Cole  ➁ River of No Return  帰らざる河： Marilyn Monroe 

3．Us Season Events （米国歳時記）13  担当 黒田   

     10月Columbus Day コロンバスの日  

コロンバスの日は、10月の第2週月曜日です。コロンバスは、1492年10月12日にアメリカ大陸を発見した

と言われています。しかし、これは誤りです。数千年前には土着の人がおり、バイキングがコロンバス以前に 

大陸に到着した明確な証拠があります。現在は、各州によってそれぞれ異なった方法によって、お祝いをして 

おります。 

4．Guest Speaker   長野 長正氏  演 題 「地球温暖化」  

長野さんは昭和32年早稲田大学理工学部電気工学科を卒業し、最先端の電子機器の開発に携わってきました。

22年のサラリーマン生活の後、自ら会社を立ち上げ、現在も現役で時計関連の電子部品、携帯電話用の小型 

フィルター、太陽光発電の制御部品等の開発・販売を続けております。長野さんは科学者として、地球環境に 

存在する様々な要素を数値化することによって、地球の気温は、ほとんど変わらないことを証明しております。 

・参加者11名（敬称略）倉田、吉澤（勇）、滝川（夫妻）、高橋（文）、重原、守屋、長野、岡田、黒田、山本（岩） 

次回は、平成29年11月15日 （水）市民センター   14:00～16:30で開催します。 

ゲストスピーカー   市川 暢男氏  演 題「わがボート人生」 

 

同 好 会 だ よ り  

当会会員及びご家族の方は、いずれの同好会にも自由に参加できます。  

 

 

 

 

 

 

9月14日（木）天候にも恵まれて、第42回稲門会秋のゴルフコンペが、 

西武園ゴルフ場にて開催されました。今回は16名が参加され、実力第一 

人者の堀田秀夫さんが見事優勝されました。そして今回は歴史的快挙とも 

言える素晴らしい出来事がありました。登藤央子さん（故内藤慎さんのご息女）が、 

85のベスグロを記録されました。女性のベスグロは当同好会ゴルフコンペ史上初めての 

出来事です。お父上譲りのパワフルなゴルフで最近めきめきと腕を上げて来られましたが、 

ついに花を咲かせられました。最近話題に欠けていた当同好会ですが、久し振りに 

盛り上がりました。  

＊参加者16名（敬称略） 

井垣、井垣研太（井垣さん子息）、植村、尾島、紅松（夫妻）

滝来（洋）月森章子（月森さん夫人）、登藤央子、鍋島、南湖

野村（茂）、堀田、前田、山本（岩）、吉田勝 

 

次回は2018年3月8日（木）を予定しています。 

また多数ご参加下さい。 

 

秋の例会 堀田さん優勝！ 

優勝の堀田さん 

登藤・紅松・月森さん（左から） 

世話人：紅松 喬  

TEL 042-393-6924 

グローバルサロン英語の会 世話人：滝川 正義 TEL 042-394-8187 
   小亀 輝雄・黒田 祐司・山本 岩男 
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同好会だより 第248号 

       

 

 

 

  

平成29年10月21日（土）、第35回東村山稲門会囲碁 

同好会の秋季大会が、東村山市市民センター第六会議室で 

行われました。幸いに、A、Bの二グループで実施する 

ことができました。通常の例会とは違って、昼夜と時間を

延長して、余裕をもって対局することができました。 

Aグループでは、福田が全勝で優勝、Bグループでは 

同じく全勝で青木さんが優勝。 

よって、次回から青木さんは一級に昇級いたします。 

＊参加者（敬称略） 

・Aグループ：福田晃、髙橋（鶴）、江藤、塩田 

・Bグループ：中川、田島、一色、青木（淳） 

 

 

 

 

                                         

世話人：福田 晃   

TEL 042-394-0593 

高橋 鶴次郎  

TEL 042-391-6318 

 

囲 碁 同 好 会  

福田さん全勝優勝！ 

次回の例会 

12月23日(土) 東村山市市民センター 

第六回会議室 13時～ 

 

 

     9 月 30 日第 14 回参加者 4 名(敬称略) 

       ＊田代、三宅、大森夫妻 

         前回に引続いて〝九成宮醴泉銘〟の臨書を

学びました。前回は〝ヨコ・タテ〟の線を、今回は様々

な 〝点〟の筆の運びを 心・架・京・亥・成・武の六文

字で練習しました。次回は鉤（かぎ）を休・来・氏・城・

我・武の六文字で、更に払いへと九成宮で学ぶ予定です。

関心のある方は是非ともご参加ください。ご家族（小学

生から大学生の方も含め）の皆様も大歓迎です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16回開催日： 11月30日 (木) 

第17回開催日：12月28日（木） 

書 道 同 好 会 世話人：大森 平八郎  
TEL 042-391-0535 

 
 

○開 催 日：毎月月末  
但し、公民館は月曜日が休館の為、 
月末が月曜日の時は前日（日曜日） 

○開催時間：午後 3 時 40 分～5 時  
○開催場所：萩山公民館  

住所 萩山町2-13-1 
TEL 042-393-3170 

 

 

 

 

テニス同好会は，以下の日程で合宿に行ってきました。 

・期 間：10月9日(月)～10日(火) 

・場 所：ニューサンピア埼玉 おごせ 

・参加者：野村（茂），吉田（劭），市川晴代（彰彦夫人），黒田、滝来（京） 

田島，當間、富澤，戸田，山口（修） 

・活動内容：9日の午前9時～11時はストローク、ボレー、スマッシュ 

サーブなどの基本練習。午後1時～4時は試合。試合方式：4ゲーム 

行い，4-0なら勝ったペアは4点，負けたペアは0点とする。 

3-1なら勝者は3点，敗者は1点とする。総当たりで一人が7試合を行い，一番得点の高い者が優勝。 

・試合結果：(優勝)山口，(準優勝)野村  10日は午前9時～11時まで，気楽に試合を楽しみました。 

合宿中では當間さんのレベルアップに注目が集まりました。その要因として、野村世話人は「クロスに返球でき

るようになったこと、ロビングのコントロールが良くなったこと」の２点を挙げていました。試合終了後は、施設

内のレストランで昼食をとり，現地散会となりました。お天気に恵まれ，10月というのに２日とも夏日で、暑い 

くらいでした。2面を使っての練習・試合だったので，休む間もなくハードでしたが，老骨に鞭打ってスキル 

アップに努め，ゲームを楽しみました。それも、世話役の野村さんと吉田さんの緻密な計画のお蔭です。女性陣の

協力もあり，滝来さんには手作りの賞状や全国名産品の賞品を，市川さんには宴会用の飲食物を用意していただき

ました。                              （山口 修史＜優勝者＞  記） 

10 月 6 日（金）、柳泉園テニスコート（東久留米市）での例会に、関 一誠さんが 初めて

参加されました。バトミントンで養った感覚、母校の教職員とプレーしていた経験から 

鋭い反射神経と合わせて、かなりの技量の持主と見て取れました。関さんは、18日(水)の 

例会にも連続で参加され、ダブルスの試合を楽しみました。今後はテニスだけではなく、母校の情報等を交えた懇談

を通じて親交を深めていけるものと期待しています。  

★参加者（敬称略）  ・10月  6日  7名：黒田、関 （一）、田島、當間、野村、山口(修)、吉田（劭） 

・10月18日  5名：関、滝来（京）、野村、山口（修）、吉田（劭） 

世話人：野村 茂樹 TEL 042-393-7036 

 
合宿報告  

山 口さん 

優勝！ 

関 一誠さん入会 
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冬将軍がやってきます。音楽で体を温めては如何ですか。冬の季節で思い出す曲を集めて

みました。「冬の旅」シューベルト作曲？ちょっと長すぎますね。「冬景色、冬の朝」、「雪の降る

街を、雪が降る、雪山賛歌」、「寒い朝、白い恋人達」とか。 クリスマスにはまだ早いので 

「あわてん坊のサンタクロース」ですか。20曲ばかり用意します。みなさんにご提案します。 

リクエストをお寄せ下さい。また 独唱 二重唱、楽器の演奏（オカリナ、ギター、ハーモニカ 

二胡、ウクレレ）、なんでも大歓迎です。 

日 時：12月6日（水）13時30分より 

       場 所：萩山公民館 第一集会室  （駐車場あり） 

 

 

世話人：市川 彰彦  TEL 042-308-8181 

 高橋 文子  TEL 042-449-5018 

 

１２月例会のご案内 
 

   

Aクラス ・9月に勉強した「贈ってうれしい、もらってうれしい誕生日カード」作りを復習し、 

別バージョンのカードを作成しました。 

Bクラス ・自分だけのオリジナルフォトブックを作るための一歩として、写真の中と外側に説明文をつける練習を

しました。・簡単に変換できない特殊な文字を辞書登録し利用する方法を復習しました。・ワードに 

エクセルの住所録を差し込み印刷し、ラベルを作成する技術を学習しました。 

ご興味のある方、パソコンでお困りの方、パソコンを始める方、見学大歓迎です。 

参加者（敬称略） 下記の他にシルバー人材センターの講師1名がおります。 

・10月 7日（土）：Aクラス ・三宅、森本、一色、月森夫人 

    Bクラス ・福田（昇）、滝来、藤井、小菅（講師） 

・10月21日 （土）：Aクラス  ・森本、月森夫人、小菅夫人 

          Bクラス  ・山本（岩）、福田（昇）、當間、髙橋（正）、小菅（講師） 

 

世話人 ：小菅  宏  TEL 042-391-0219 
福田 昇七    TEL 090-9374-8944 

パ ソ コ ン 同 好 会 

 

 

               

 

 

 

 

 

◎日  時：11月30日（木） 午前9時半に久米川駅北口改札付近に集合の後、移動。雨天決行。 

◎見学場所：ガスミュージアム（小平市大沼町4-31-25  TEL ： 042-342-1715） 

開館50周年記念企画展「明治錦絵と砂目（すなめ）石版画展」を常設展示と共に見学。  

見学後、久米川駅南口に移動。 

◎昼  食：（懇親会。12時半ごろから。ここからの参加も歓迎します。） 「ラ・フルール・ド・セル」 

家庭的な雰囲気のフランス料理店。東村山市栄町2-5-9（1F）  TEL： 042-398-1833 

◎会  費： 3,000円程度。尚、食材調達の都合等により、出席者は  11月20日（月）までにご連絡ください。 

           幹 事   ・當麻 光子  TEL：042-398-1327 ・高橋 文子 TEL：042-449-5018       

 

                

 

＜ガス ミュージアム＞見学（１１/３０） 女  子  会 

世話人：滝川 桜子  

TEL 042-394-8187  

http://www.gasmuseum.jp/gallery/#gallery2
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同好会短期予定表・編集後記・俳壇 第248号 

同好会だより 第248号 

                         

 

 

京浜急行のマグロ切符を利用して、三崎港でマグロ料理を賞味した後、渡船で城ケ島に渡り、2つの灯台 

を巡るシーサイドコースを歩く予定です。 

日時：11月17日（金）午前8時25分 東村山駅馬場方面ホーム中程（8時34分の急行に乗ります）。 

マグロ切符は、品川―三浦口往復・バス一日券とマグロ料理にお土産券がついて、1 人 3500 円です。品川駅で世

話人が一括購入するため、途中車内で集金させていただきます。東村山駅帰着は午後5時過ぎと、やや遅めになる予

定です。乗り継ぎをスムースにする上で、品川駅までは、PASMOなどのご利用をお願いします。 

参考までに、マグロ切符の内容についてYahooなどで検索してみてください。 

 当日、雨天の場合は中止としますが、午前6時半までに上記TELへお問い合わせください。 

 

 

9月23日(土)は、朝9時に雨が上がり、10時東村山駅集合で多くの人の参加を期待しましたが、彼岸の中日、PR 

不足の所為か参加者7名と寂しい結果となりました。しかし、参加者からは、さわやかな秋風の吹く荒川土手、下町

西新井大師への散策は未知への遭遇感もあり、とても良かったとの評を得ました。まず安く気楽に飲める街・赤羽を 

荒川まで散策し、荒川知水資料館で、下町の治水管理をしている岩淵水門の役割、水害対策などを勉強しました。

昔は荒川放水路、荒川、今は名前を変えて荒川、墨田川と岩淵水門から分れており、その間の土手を遠くスカ

イツリーを眺めながら2㎞程のんびりと散策しました。その後、環七から10分程バスに乗り関東厄除け三大師

の 1 つである西新井大師で昼食を取り、帰路につきました。当初は、昼食を岩淵水門で取る予定でしたが、雨上が

りと言うことで諦め、空腹を満たす遅い昼食となった次第です。詳細はHPを見て下さい。 

 

 

 

 

 

参加者（敬称略）7名：青木(淳)・阿部・大内(写真)・倉田・髙橋(正)・富澤・同夫人 

 

 

 

 

ウオーキングの会 まぐろ切符を買って、三浦海岸へのお誘い 

11月17日(金)予定 
 

世話人：髙橋 正夫  

TEL 090-8588-2904 

 

 

開催報告：初秋の荒川土手散策と西新井大師 ９月２３日(土)実施 
世話人 富澤 文雄 

☎ 080-5086-8461 

 

 

俳句同好会（稲酔会） 
世 話 人： 井垣 和太 TEL ０４－２９２４－ ２９３４ 

第９４回「稲酔」俳句会は、１０月２１日（土）１４：００～久米川駅傍「丸藤」
２階で開催いたしました。 

      句会の出席者は、井垣稲雀、風間青葉、菊田一平、黒田柿黒、高部糸行、 
山下波雲、 山口泰山（校友）、の７名。粟島三郎、出田麦穂、波多野敏治、 
八木竜湖、の４名は欠席投句参加となりましたが、合計１１名の兼題「虫」 
関連２２句を含む５５句を楽しく愉快に選句・合評し、３時間ほど行いました。 
ＮＨＫ俳句教室の講師でもある一平さんの、「目からうろこ」の適切な助言 
もあり、自分の句がグレードアップして、さすがと皆さん納得・感心頻りの態。 
 
 

   全出句５５句の互選の結果、最高点には 

               針金の目がね光らせ痩せ案山子  一平 
が、選ばれました。 

次回第９５回「稲酔」俳句会は忘年句会として、１２月１５日（金）午後１時から、「丸藤」二階で 
開催することになりました。皆さん、一度試しにお出でになりませんか？ 
 兼題は「年の暮」（年末、年の瀬、歳晩、年つまる、ｅｔｃ）です。                                                            

（稲雀 記） 
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         〇読書の秋・食欲の秋！ 

          絵本「いのちをいただく ～みいちゃんがお肉になる日～」(内田 美智子作) 

            「いただきます」を言う時、私たちは尊い動物の命をいただいて生かされていることを 

忘れてはいけないのだとつくづく感じる。 

          絵本「しんでくれた」（谷川 俊太郎作） 

             「うし / しんでくれた ぼくのために / そいではんばーぐになった / ありがとう  

うし    (中略)  だからぼくはいきる / うしのぶん ぶたのぶん / しんでくれた 

いきもののぶん / ぜんぶ」 

          本は私たちの心に深く、様々なことを語りかけてくれる。だから読書は楽しい! 

（滝来 京子 記）  

         〇次号の原稿締め切りは、11月18日（土）です。皆様の投稿をお待ちしています。 

送付先 山本 岩男 FAX：042－391－7676 Ｅ－mail：yamamoto.i@jcom.home.ne.jp 

                         

編集後記 

日 曜 時  間 場  所 備考 日 曜 時  間　 場  所 備考

ウオ―キングの会 17 金 8:25～17:00 東村山駅上りホ―ム ― ― ― ― 髙　橋 042-309-3407

郷土史 の 会 ― ― ― ― ― ― ― ― 阿　部 042-332-0298

8 水  9:00～13:00 　運動公園コ―トAB 8 金 11:00～15:00 運動公園コ―トB

13 月  9:00～13:00 運動公園コ―トC 13 水 11:00～15:00  運動公園コ―トCA

22 水 13:00～15:00 運動公園コ―トD 20 水 11:00～13:00 運動公園コ―トC

 29 水 11:00～15:00  運動公園コ―トDC 24 日 11:00～15:00 運動公園コ―ト

囲碁 同好会 ― ― ― ― 23 土 13:00～ 市民センタ― 福田 晃  042-394-0593 

カラオケ同好会 ― ― ― ― 10 日  17:00～21:00  カラオケ家 南　湖  042-390-2287 

園  芸  の 会 2 木 14:00～16:00 市民センタ― ― ― ― ― 當　間 042-391-6023

麻雀 同好会 ― ― ― ―  17 日 　12:30～17:00  サロン「園」 阿　部 042-332-0298

音楽 同好会 ― ― ― ―  6 水 　13:30～15:00  萩山公民館 市川(彰） 042-308-8181

俳句 同好会 ― ― ― ― 15 金 　13：00～   「丸藤」2階 井　垣 04-2924-2934

ゴルフ同好会 2 木  7:45～16:00 久邇カントリ-クラブ 校友会 ― ― ― ― 紅松　喬 042-393-6924

グロ－バルサロン
 英語の会

15 水 14:00～16:30 市民センタ― 20 水 14:00～16:30 市民センタ― 滝川(正) 042-394-8187

女  子  会 30 木 9:30 久米川駅北口改札 ― ― ― ― 滝川(桜) 042-394-8187

早稲田スポ－ツを
 応援する会

23 木・祝 13:00～16:00 秩父宮ラグビ―場 早慶戦 3 日 13:00～16:00 秩父宮ラグビ―場 早明戦 富  澤 042-394-4292

書 道 同 好 会 30 木 15:40～17:00 萩山公民館 28 木 15:40～17:00 萩山公民館 大　森  042-391-0535 

4 土 13:00～15:00 シルバ－人材センタ－ 勉強会 2 土 13:00～15:00 シルバ－人材センタ－ 勉強会

18 土 13:00～15:00 シルバ－人材センタ－ 勉強会 16 土  13:00～15:00  シルバ－人材センタ－ 勉強会

雑 学 講 座 ― ― ― ― 10 日 15:30～17:30 サンパルネ 黒　田  042-397-6434 

パソコン同好会 小　菅 042-391-0219

―　:対象月に開催予定無し　　　　　＊　：ニュース編集時点で未定。　詳細は世話人にお問い合せ下さい。

同好会等 短期予定表

同好会・行事
11  月 12月 世 話 人

（問合せ先）

テニス同好会 野村(茂) 042-393-7036
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第3回 秋津悠遊会報告 

開催期日 ：平成29年9月30日（土）第1部PM2：00～5；30 第2部5：45～8：00 

会 場 ：東村山市・秋水園ふれあいセンター≪秋津町4丁目24-12＞ 

異常気象の暑い夏も過ぎ、久し振りに爽やかな秋晴れに恵まれました。昨年10月1日（土）呱々の声を挙げた秋津悠遊会も

2年目を迎えることが出来ました。会員も気楽に徒歩、自転車で定刻前に集合され和やかな雰囲気の中、事務局・世話人の 

前田恒文氏の司会で1年間の経過報告と議事運営内容等の説明、世話人代表池田孝の1周年記念の挨拶そして元気な長老・ 

土佐の高知ご出身の鍋島高明氏（S34政経）の挨拶と乾杯から始まりました。  

懇親会第1部  

①  講演 伊井純太氏H18人間科学）・・「井伊家と私」：NHK大河ドラマ・女城主・井伊直虎放映中。  

井伊家の歴史は平安時代から始まり、群雄割拠の戦国時代以降の系図を基に、井伊直親⇒直政⇒直胤⇒直方・・・⇒《明治・

大正時代に井伊から伊井に改名＞伊井健治⇒伊井純男⇒伊井純太氏（現・稲門会員）に繋がって往く。徳川四天王の１人井伊

直政は関ヶ原の戦い後、18万石の彦根城主として優遇された。現在の井伊家18代当主は元・彦根博物館館長・井伊岳夫 

（いいたけお）氏。  

② ② ゲストスピーチ：髙橋正夫氏(S35政経)・・｢ヨーロッパ（イタリア、ドイツ、スイスを中心）の歴史・文化・政治・経

済等について｣：各国各様の歴史文化の特徴を幅広い視野で又鋭く講演して頂きました。特にイタリアの“コムーネ”(政治・経

済の地域行政単位)、南北間格差の気質の違い・経済格差等々興味津々と久し振りの真剣な講義を受けました。更には、イス

ラム圏諸国・中国・アジア及び日本の教育文化論迄発展し、残念ながら時間の制約上又改めて講演して頂くことになり

ました。  

③  ゲストスピーチ：：黒田祐司氏（S41商）・・「米国の歳時記：9月Labor Day」  

10月14日（土）第99回市民雑学講座・の講師東洋大学柴先生の講演「井伊直虎の実像とその動向」時間内に“名”司会者の黒

田さんに、秋津悠遊会伊井氏の講演・「伊井家と私」も調整して組み入れて頂いた。米国勤務の長かった黒田さんには、US 

Seasonal Events米国の歳時記9月の「労働者の日」について講演と米国での色々な経験を語って頂いた。9月の最初の月曜日

が休息（連邦の休日）の日で、夏休み最後の土日月の三連休となる。この日は秋のスポーツシーズン開幕日（米国での人気№

1はアメリカンフットボール）であり、多くの学校は相前後して新学期を迎える（早稲田を含む日本の大学でも春の入学だけ

でなく秋季入学を認めている）。この「連邦の休日」は 1894年施行され、日本の明治27年日清戦争勃発の年であり、米国の

産業別労働組合力と労働搾取が問題視された時代であった。アメリカの一端ですが勉強になりました。  

④ 小菅 宏氏（S39理工）：プロジェクターを用意して頂き「東村山稲門会ニュース」編集・作成、「ホームページ」の作成

等の話をして頂いた。毎月発行の為、平準化した記事のボリュームが必要であり、会員の限りない支援と投稿が望まれます。  

懇親会第2部  

同会場にてカラオケ懇親会：熱気醒め止まぬ講演会に引き続き、新会員・安藤さんのプロ級のカラオケから始まり皆 

3曲以上・・？熱演ご披露して頂き＜早慶戦勝利での美酒の感＞夜8時まで続きました。  

尚、本年も新たに安藤利雄氏（S49商）、中村靖氏（S58社会科学）及び馬場可よし修のぶ 氏（S56法）の新進気鋭な3名が秋津町

から東村山稲門会に入会して頂き、秋津悠遊会 会員は21名になりました。今後共、会員相互の親睦をモットーに明るく・ 

楽しい会を目指してまいりたいと思います。 以上  

出席者（敬称略・卒年学部は上記記事記載済者は除く）  

安藤利雄、伊井純太夫妻、池田孝（S40政経）、肥沼恒夫（S36法）、関一誠（S43教育）、鍋島高明（S34政経） 

深瀬聡（S53理工院）、福田昇七（S36理工院）、前田恒文（S51文）、小菅宏、髙橋正夫、黒田祐司  

（池田 孝  記 福田昇七 写真） 

 

名 前（敬称略） 

前列左から 関、肥沼、鍋島、高橋、池田、福田  

後列左から 前田、黒田、深瀬、安藤、小菅、伊井  
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第４回 多摩湖町ワイワイおしゃべり会 開催の報告 

10月8日 第4回「多摩湖町ワイワイおしゃべり会」を多摩湖ふれあいセンターで開催しました。今回は、スピーカー

として倉田哲也さんと井垣和太さんを予定していましたが、倉田さんの都合から、次の通り内容が変更となりました。 

第１部は、東村山稲門会会員の北野二郎さん（昭46教育 所沢市松ヶ丘在住）グループの演奏とボーカル。リーダーが

一時プロを目指しただけあって、セミプロ級の演奏技術でした。ボーカルの女性の方も乗りがよく上手でした。選曲も我々

世代の知っている曲で、よけい親しみを覚えました。演奏曲はテネシーワルツ、カントリーロード、ダイアナ、ラブイズ

オーバー、ルージュの伝言、コーヒールンバ、恋の季節、別れの朝、リトル・ダーリンなどで、「川の流れのように」と「上

を向いて歩こう」は全員の大合唱で盛り上がりました。間奏では、北野さんが「東村山クイズ」を披露し、みんなで頭の

体操をしました。 

第2部は、井垣和太さん（昭37商）が「我が折ふしの十七文字－柳 俳句の呟き回顧録」という演題でスピーチされま

した。銀行員で若い頃から俳句を嗜まれていた父上が、「産湯沸かして潮待つのみの餘寒かな」（高雀）と井垣さん出生時

（昭15）に詠んでおられた事を始め、母上の句も句誌に見られるなど幼児の頃から十七文字に親しむ家庭環境であったと

のことです。 

小学校の卒業文集で「俳句」「川柳」と皆の句を区分けしたり、高校時代には日本経済新聞の川柳欄に入選したのを機に

柳壇にデビュー。早稲田在学中もバドミントン部で運動に没頭する傍ら、角帽、詰め襟服で、句会でお茶汲みもされたそ

うです。 

・信号は人につられて青になり（昭３２）    ・歩には歩の働きがあるいざ出陣（昭３７） 

・父に似て母に似た子の初笑い（昭４３）   ・来し方の種々浮かぶ年の酒（平１２） 

等々、人生の折ふしに感じた事を託した十七文字を資料披歴され人生回顧をお聞きしました。 

そのあと、お茶、ビール、お酒を飲みながら、わいわいがやがやと楽しくアッという間の４時間でした。「差し入れ歓迎」

の案内をしたためか、ウイスキー、ワイン、日本酒、焼酎、ビール、ジュースなど飲みきれないほどご提供がありました。

次会や稲門会行事に活用させていただきます。第5回は来年4月に予定しており,あまり会員の負担にならず、オープンを

モットーに会を運営していきます。お楽しみに。 

参加者（敬称略） 藤澤博恭、野中昭夫、田中清二、高部素行、倉田哲也、井垣和太、黒田祐司、戸田志郎 

荒巻優之、北野二郎、山本岩男、大内一男、髙橋正夫 

                                        （戸田 志郎 記） 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東村山クイズ」 

①東村山の花は、ツツジ、市の樹木はケヤキ、それでは、市の鳥は何

でしょう？ 

１、はと  ２、こげら（キツツキ） ３、ハクセキレイ 

② 東村山音頭のＢ面は多摩湖小唄ですが、歌っている歌手は誰で

しょう？ 

１、三波春夫 ２、三橋美智也 ３、春日八郎 

③東村山名物のお菓子は何でしょう？ 

１、アイーン・クッキー ２、だっふんだあゼリー  

３、だいじょうぶだあまんじゅう 

④次のうち、東村山市内にはない会社はどこ？ 

１、浅田あめ ２、山崎パン ３、コカ・コーラ 

⑤東村山市と姉妹都市になっている、新潟県の都市はどこ？ 

１、柏崎市 ２、直江津市 ３、新発田市 

⑥それでは、東村山市とアメリカの姉妹都市であるインディペンデン

ト市はアメリカの何州にあるでしょうか？ 

１、ユタ州 ２、ミズーリ州 ３、九州 

⑦東村山市出身の大相撲力士で前頭筆頭まで出世した人は誰？ 

１、柳瀬川 ２、黒瀬川 ３、空堀川 

⑧小川駅のある国分寺線は、東村山から国分寺まで通っていますが、

かって、国分寺線は何と呼ばれていたでしょうか？ 

１、北多摩鉄道 ２、川越鉄道 ３、所沢鉄道 

 

 

⑨東京都内で唯一の国宝建造物が東村山市にありますが、どこ

でしょう？ 

１、梅岩寺 ２、正福寺 ３、徳藏寺 

⑩富士見町近くに野火止用水が流れていますが、この用水を創

ることを計画した人は誰？ 

１、松平信綱 ２、松平健 ３、松本キヨシ 

 

★全問正解された方は東村山市観光大使に推薦します？？ 

 


